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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 19日 (2004.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 水 溶 性 有 機 物 を 含 む 被 処 理 液 に 加 え て 、 石 油 系 炭 化 水 素 化 合 物 等 の 疎 水 性 有 機
物 を 反 応 器 に 送 入 し 、 超 臨 界 水 の 存 在 下 で 超 臨 界 水 反 応 さ せ る プ ロ セ ス に 最 適 な 超 臨 界 水
反 応 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 細 に は 、 有 機 物 の チ ャ ー リ を 引 き 起 こ す こ と な く 、 被 処 理 液
及 び 疎 水 性 有 機 物 を 含 む 流 体 を 安 定 し て 反 応 器 に 送 入 し 、 安 定 し た 反 応 温 度 で 超 臨 界 水 反
応 を 持 続 さ せ る よ う に し た 超 臨 界 水 反 応 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
な お 、 被 処 理 液 と 処 理 液 と を 熱 交 換 さ せ て 処 理 液 を 冷 却 す る と と も に 被 処 理 液 を 昇 温 し て
熱 回 収 を 図 る 熱 交 換 器 （ 図 示 せ ず ） を 冷 却 器 １ ６ の 上 流 の 処 理 液 管 １ ４ に 、 又 は 被 処 理 液
を 予 熱 す る 予 熱 器 を 反 応 器 １ ２ の 上 流 の 被 処 理 液 管 ２ ２ に 設 け る こ と も あ る 。 ま た 、 被 処
理 液 管 ２ に 代 え て 、 空 気 送 入 管 ２ ６ に 超 臨 界 水 の 補 給 水 接 続 す る こ と も あ る 。
更 に は 、 反 応 器 １ ２ の 下 部 に 亜 臨 界 水 領 域 を 設 け 、 反 応 器 １ ２ 内 で 生 じ た 無 機 塩 類 を 亜 臨
界 水 領 域 に 沈 降 さ せ 、 除 去 す る 機 構 を 設 け る こ と も あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 別 の 好 適 実 施 態 様 は 、 混 合 ・ 分 散 手 段 が 、 第 １ の 被 処 理 液 を 反 応 器 に 送 入 す る 第
１ の 送 入 管 に 設 け ら れ た ラ イ ン ミ キ サ ー で あ っ て 、
第 ２ の 被 処 理 液 及 び 補 助 燃 料 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 反 応 器 に 送 入 す る 第 ２ の 送 入 管
を ラ イ ン ミ キ サ ー の 上 流 の 第 １ の 送 入 管 に 接 続 し 、 第 １ の 被 処 理 液 と 、 第 １ の 被 処 理 液 に
加 え て 反 応 器 に 送 入 す る 、 第 ２ の 被 処 理 液 及 び 補 助 燃 料 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 と を 、
界 面 活 性 剤 を 添 加 し て 、 又 は 添 加 す る こ と な く 、 ラ イ ン ミ キ サ ー で 混 合 し た 後 に 、 反 応 器
に 送 入 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 で 使 用 す る ラ イ ン ミ キ サ ー は 、 第 １ の 被 処 理 液 と 、 第 １ の 被 処 理 液 に 加 え て 反 応 器
に 送 入 す る 、 第 ２ の 被 処 理 液 及 び 補 助 燃 料 と を 混 合 で き る 限 り
、 そ の 形 式 に 制 約 は な い も の の 、 例 え ば 既 知 の リ ボ ン 式 又 は デ ィ ス ク ・ ド ー ナ ツ 式 ラ イ ン
ミ キ サ ー 等 の ス タ テ ィ ッ ク ミ キ サ ー 、 或 い は マ グ ネ ッ ト ・ ス タ ラ ー 等 を 使 用 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 で 使 用 す る 界 面 活 性 剤 は 、 第 １ の 被 処 理 液 と 疎 水 性 有 機 物 と を 均 一 に 混 合 、 分 散 で
き る 限 り 、 そ の 種 類 は 問 わ な い が 、 好 適 に は 、 界 面 活 性 剤 が 、 ア ル カ リ 、 ア ル カ リ 土 類 金
属 、 ハ ロ ゲ ン 及 び 硫 黄 等 を 含 ま な い 非 イ オ ン 系 界 面 活 性 剤 を 使 用 す る 。 そ れ は 、 界 面 活 性
剤 が ア ル カ リ 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 、 ハ ロ ゲ ン 、 硫 黄 等 を 含 ん で い る と 、 そ れ ら が 反 応 器 内
で 塩 類 や 酸 を 形 成 す る た め に 、 塩 類 の 析 出 や 酸 に よ る 反 応 器 の 腐 食 等 を 引 き 起 こ す お そ れ
が あ る か ら で あ る 。
使 用 す る 界 面 活 性 剤 は 、 疎 水 性 有 機 物 の 種 類 に よ っ て 異 な る も の の 、 通 常 は 、 脂 肪 ア ミ
ン 塩 類 、 第 四 ア ン モ ニ ウ ム 塩 類 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル 類 、 ポ リ オ キ シ エ
チ レ ン ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル エ ー テ ル 類 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ス テ ル 類 、 ソ ル ビ

ン ア ル キ ル エ ス テ ル 類 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ソ ル ビ タ ン ア ル キ ル エ ス テ ル 類 等 が 界 面 活
性 剤 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
ま た 、 界 面 活 性 剤 の 添 加 量 は 、 エ マ ル シ ョ ン を 形 成 で き る 量 で 良 く 、 第 １ の 被 処 理 液 の 性
質 、 疎 水 性 有 機 物 の 性 質 、 混 合 す る 割 合 率 等 に よ り 異 な る の で 、 予 め 実 験 等 に よ り 求 め て
お く 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
乳 化 装 置 ４ ２ に は 、 第 １ の 処 理 液 を 供 給 す る 第 １ の 供 給 管 ４ ８ 、 補 助 燃 料 を 供 給 す る 第
２ の 供 給 管 ５ ０ 、 及 び 界 面 活 性 剤 を 供 給 す る 第 ３ の 供 給 管 ５ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 な お 被
処 理 液 中 の 水 分 が 不 足 し 、 超 臨 界 水 反 応 が 維 持 で き な い 場 合 は 送 入 管 ５ ４ に 補 給 水 を 加 え
る た め の 補 給 水 管 （ 図 示 せ ず ） を 接 続 す る こ と も あ る 。
送 入 ポ ン プ ４ ６ は 、 送 入 管 ５ ４ を 経 て 反 応 器 １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 空 気 送 入 管 ２
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送 入 管 ５ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 実 施 形 態 例 の 超 臨 界 水 反 応 装 置 ４ ０ で は 、 第 １ の 供 給 管 ４ ８ を 介 し て 第 １ の 被 処 理 液 を
、 第 ２ の 供 給 管 ５ ０ を 介 し て 補 助 燃 料 を 、 第 ３ の 供 給 管 ５ ２ を 介 し て 界 面 活 性 剤 を 、 そ れ
ぞ れ 、 乳 化 装 置 ４ ２ に 送 入 し て 、 乳 化 装 置 ４ ２ に よ っ て 混 合 、 分 散 さ せ て エ マ ル シ ョ ン を
形 成 し 、 エ マ ル シ ョ ン ・ タ ン ク ４ ４ に 一 時 的 に 短 時 間 収 容 す る 。 収 容 し た エ マ ル シ ョ ン を
送 入 ポ ン プ ４ で 反 応 器 １ ２ に 送 入 管 ５ ４ を 介 し て 送 入 す る 。
な お 、 乳 化 装 置 ４ ２ で エ マ ル シ ョ ン を 形 成 で き る 限 り 、 必 ず し も 、 界 面 活 性 剤 を 使 用 す る
必 要 は な い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
ラ イ ン ミ キ サ ー ６ ２ は 、 被 処 理 液 と 補 助 燃 料 と を 混 合 し 、 相 互 に 分 散 さ せ て エ マ ル シ ョ ン
状 の 混 合 液 を 形 成 す る こ と が で き る 限 り 、 そ の 種 類 、 形 式 に 制 約 は な く 、 例 え ば 既 知 の リ
ボ ン 式 又 は デ ィ ス ク ・ ド ー ナ ツ 式 ラ イ ン ミ キ サ ー 等 の ス タ テ ィ ッ ク ミ キ サ ー 、 或 い は マ グ
ネ ッ ト ・ ス タ ラ ー 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。
本 実 施 形 態 例 で は 、 被 処 理 液 管 ２ ２ で 第 １ の 被 処 理 液 を 送 入 し 、 ラ イ ン ミ キ サ ー ６ ２ に よ
っ て 補 助 燃 料 を 第 １ の 被 処 理 液 中 に 十 分 に 混 合 、 分 散 さ せ た 後 に 反 応 器 １ ２ に 送 入 す る こ
と に よ り 、 有 機 物 濃 度 が 一 定 の 流 体 と な っ て 反 応 器 １ ２ に 入 る の で 、 安 定 し た 反 応 温 度 で
超 臨 界 水 反 応 を 持 続 さ せ る こ と で き る 。

(3) JP 2000-279794 A5 2005.3.17

６ は

６

が


	header
	written-amendment

